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はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
唾液は私達にとって重要な役割を果たしているが､様々な原因から唾液の分泌量が低下し、ロ腔乾燥症に悩まされている方が増加している｡今回口腔乾燥症がある方に対してリハビリを行った結果､症状の軽減が認められたので報告する。

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

個別リハビリで発声発語器官の筋再教育訓練･唾液腺マッサージ､フリートーク等の口腔機能障害に対する訓練を行った｡また歯科衛生士によるロ腔衛生指導､さらにオーラルバランスによる保湿を行った。

結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乾燥に対する取り組みを実施した結果、口腔乾燥症の症状に軽減が認められた｡また乾燥症状の軽減に伴い､発話面や食事面に関しても改善が認められた。

考察：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

唾液の分泌が促進され、口腔内が湿潤することは瞰下障害･会話障害･味覚障害等の改善、ロ腔感染症予防､義歯の安定など多くの高齢者のＱＯＬの向上につながっていくと考える。

まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

口腔乾燥症に対する取り組みとして、口腔リハビリによってロ腔機能･唾液分泌能を改善すること､またロ腔内を保清し､その後オーラルバランスによる口腔内を保湿することが効果的であることが分かった。
